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・グラフからP波，S波の速さを出す。
。S波の速さから地震発生の時間を計算する。
･初期微動継続時間から震
源地までの距離を出す。
罰潔罰罰
②原点（震源地）が見えない
グラフでグループで問題解決
･初期微動継続時間から
震源地までの距離を確認する。
･初期微動継続時間が震源地からの
距離にほぼ比例することを用い
ながら問題を解く。
（3）他の例との比較雷光と雷鳴の時
間差から雷までの距離を知る
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性…初期微動継続時間と震源地までの距離の関わりには法則があること
V連携性…地域の人々が協力して，災害の防止に努めていること
（2）能力・態度
②未来像を予測して計画を立てる力ウ過去や現在の情報に基づいて，未来を予想・予測
することができる。
【教科等の力】グラフから情報を読み取って方程式をつくり，それを解いて分からない部分を
予測できる力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野防災学習
②教科理科，社会
③題材「大地が揺れる」（理科1年）「世界から見た日本の自然環境」（社会1年）
（地震についての科学的理解）（世界の地形，プレートテクトニクス）
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震源地までの距離を)'伽lとすると，y）ノ
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右の方程式ができる。 48
右のグラフはある地蔵について､藤源からの
距離とゆれ始める時刻を表したものの－部で
ある｡次の問いに答えよ｡なお､場所によって
地震波の速さは変わらないものとする。
(1)この地霞が発生したのは何時何分何秒
か。
(2)震源からの距離300kmの地点での
ど＝全一．｡一凸型一△－昼一一一旦一一一・ー五・』_白
切f塊嘩到罹玩p寸胴11季1uj"〃､。
(3)地震発生後25秒後に主要動が始まる
地点は護源から何kmの場所か。
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数学科3学年12月ESD実践事例【防災】66
’題材名三平方の定理の利用（実践回）
ねらい
現実の問題を数学を用いて解決するためにはどのような過程をふむのかを考え，三平方の
定理を利用して身近な問題を解くことができる。
2
3学習活動
（1）本時の課題をつかむ
難（
脚‘
雑繩
・水平線の写真を見せ，イメージを持たせる。
胸〔1擬韓》‘・水平線まで何kmかを予想させる。
（2）三平方の定理を用いて課題を解決する’‘：“′：‘'馬･癖
・ノートにコンパスで円を書き，地球の半径を約6378kmとして，三平方の定理を利用して，
立っている場所から水平線までの距離を電卓を使って求める。目の高さは1.5mとする。
??
（3）計算方法を板書し発表する
･普通に6378.00152-63782のfを計算
している考え方と，
(6378＋00015)2－63782を展開して，
計算を楽にしている方法を取り上げる。
．実質，2×6378×0015の､rで近似でき
ることに触れる。（2乗の項が打ち消し
合い，000152は無視できる小さい値）
（4）津波の恐ろしさを考える
津波を見てから
???》??
逃げても遅いことを知る。津波などの自然災害に対する
意識を高める。（必要に応じて，津波の速さが沖合でも
時速約401Unであることにも触れる）
（5）練習問題
･東京スカイツリーや富士山頂からどこまで見えるか，
簡単な計算方法や近似の方法を用いながら計算し，
地図に見える範囲をコンパスで表す。
･富岳三十六景で名古屋から富士山頂を描いた絵がある
ことに触れ，江戸時代の文化の理解にもつなげる。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性･･ものを見る高さとそこから見える範囲には法則があること
（2）能力・態度
未来を予想・予測
することができる。
【教科等の力】三平方の定理を用いて目的の長さを求める力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野防災
②教科理科
③題材「大地が揺れる」（理科1年）
－87－
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海岸線に立ったとき，どこまで見えるかな？
ESD実践事例【防災】80 数学科1学年11月
題材名比例のグラフと方程式（実践回）
ねらい
比例を用いて考察し，問題を解決することができる。
学習活動
（1）東日本大震災のビデオを見る。
･P波（小さなゆれ）とs波（大きなゆれ）のゆれの違いを実感させる。
・緊急地震速報を聞かせる。
（2）本時の課題をつかむ。
???
3
（3）地震が発生した場所（震央）を作図で求める。
．P波とs波の違い，震源と震央の違いの話をする。
・ワークシートの表から，コンパスを使って地図に
震央を×で書かせる｡。
・考え方を発表させる。
(4)P波やS波が観測された時刻と震源からの距離との
関係をグラフに表し，地震が発生した時刻を求める。
・4人グループになり，教え合いをさせる。
・前に出て，グラフを書かせる。
・魚津市においてのS波の到達時刻を求めさせる。
いろいろな方法を紹介する。
（グラフから読み取る方法，比例の式から求める，
（5）緊急地震速報の仕組みを確認する。
??
’
方法など）
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性･P波やS波が観測された時刻と震源からの距離には法則があること
V連携性･緊急地震速報などを利用して，地域の人々が協力して災害の防止に努めていること
（2）能力・態度
②未来像を予測して計画を立てるカ
ウ過去や現在の情報に基づいて，未来を予想･予測することができる。
【教科等の力】地震が発生した場所の真上の地点（震央）を求め，グラフを利用して，
S波の到達時刻を予想する力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野防災
②教科理科
③題材「大地が揺れる」（理科1年）
－88－
s波が到達する前に緊急地震速報を知らせることができる仕組みを考えよう。
地震発生時に，震源に近い地震計でとらえたP波のデータをもとに
各地のS波の到達時刻や震度を予測し，すばやく知らせる仕組み。
ESD実践事例【国際理解】55 数学科2学年7月
’題材名’次関数の例を考えよう（実践恒）
2ねらい
身の回りの様々な事象が1次関数であることを，数学的な根拠を用いて説明することができる。
3
（1）課題1
｢昼がx時間であるとき，夜はy時間である」の，yとxの関係を考える。
xが増えるとyが減るから1次関数ではない。y＝24－xであるから，1次関数ではない。
でも24－xは1次式だから1次関数かもしれない。y＝一x＋24と表すと分かりやすい。
このように，感覚では1次関数とはいえなさそうな事例を，式を根拠として説明する方法
を身に付けさせる。
（2）問題解決場面「東経x･の都市と日本との時差を，日本を基準として〕’時間とする
と，）'はxの1次関数といえるだろうか｡」
・日本が9時に閏秒
が挿入されている
ことから，グリニ
ツジとの時差に気
づかせたり，サッ
カー女子Wcの話
でバンクーバとの
時差を持ち出し，
問題解決への意欲
付けを行う。
『妙1即醒‘
･式で表す，表を使う，など，多様な考え方で説明させ，多面的な思考力を養う。
l
y=Fx-9
X
Jノ
－120090105120135
－17－9－3－2－10
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅱ相互性･･経度と時差には相互に関連づけられる関係があること
（2）能力・態度
③多面的・総合的に考える力力日常生活や世の中の出来事を，様々な教科等の学習内容と
つなげて考えることができる。
【教科等の力】具体的な事象を1次関数を用いて捉え，その変化の特徴を表，式，グラフな
どから多面的に分析する力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野国際理解
②教科社会
③題材「日本のすがた（各国の標準時と日本との時差)」
－89－

ESD実践事例【エネルギー】9-3;物体の運動 数学科3学年11月
1題材名関数Jノ==CZX2 （実践回）
2ねらい
エネルギーと速さとの関係を見つける。
3学習活動
本時の課題
（1）理科の授業で行った実験結果を班ごとにまとめる。
・ホワイトボードに表，式，グラフを書く。
・代表者が前に出て，発表する。
．なぜ誤差が出るのかを考えさせる。
・比例のグラフとy:=qx2のグラフに分類する。
．速さと移動距離の関係をグラフにした班がy==cMx2の
グラフになっている。
・穂
（2）授業でやった制動距離の問題を紹介する。プﾚｰｷをう．ﾚｰｷがかける。きき始める。止まる．
釦 倒銅．（停止距離）＝（空走距離）＋（制動距離）
‐~~---･空走距離････－－制動距鱸
・制動距離は，速さの2乗に比例する。
・エネルギーの観点から，制動距離の問題と理科の授業で行った問題は同じである。
（3）石油などのエネルギー資源は限りがあることを確認する。
・石油や石炭などのエネルギー資源は，決して無限にあるのではなく，数十年，数百年で使
い切ってしまう。
・エネルギー資源の有効利用について考える必要がある。
．例えば，風力発電をあげ，「エネルギー」と「速さ」の関係から，「②未来像を予測して
計画を立てる力」につなげる。
4ESDとの関連
（1）構成概念
Ⅲ有限性…理科のデータを分析し，将来を予想して有限なものを
計画的に使う。
（2）能力・態度
②未来像を予測して計画を立てる力ウ過去や現在の情報に
基づいて，未来を予想・予測することができる。
【教科等の力】データを数理的に処理し，関数の特徴から結果を
予想する力。
（3）教材の「つながり」
①ESD関連分野エネルギー
②教科理科
③題材「仕事とエネルギー」（理科3年）
(3)ﾉl側の直さとﾎ片蛎轆雛との鵬
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｢エネルギー」と「速さ」はどんな関係であるか？
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